









乗り換えを含めて 17 時間前後かかる。約 1,050k㎡にわたる広大な海域
のなかに大小 12 の島々が散らばる。そのなかで比較的面積の大きいヒ
ヴァオア Hiva Oa 島とヌクヒヴァ Nuku Hiva 島の二島が中心となり、と
きに歴史の表舞台に顔を出した。現在も両島の空港からはパペーテとの
間に毎日 1 ～ 2 便が往来し、片道で 3 時間ほどかかる。




 1 　 Institut de la statistique de la Polynésie française（仏領ポリネシア統計局）より以下
URL。http://www.ispf.pf/bases/Recensements/2017/Donnees_detaillees.aspx
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するのは 18 世紀後半から 19 世紀初頭にかけての時期である。記録が残
る範囲でマルケサス諸島に西洋人が足を踏み入れたのは 1595 年のこと
である。伝説の黄金郷を求めてソロモン諸島を目指したスペインの探














国海軍のポーター David Porter提督（1780 ～ 1843）が自国捕鯨船の保護
と敵対国イギリスの捕鯨船の鎮撫とを目的として太平洋上での軍事活動
を展開するなかでヌクヒヴァ島に碇泊した。彼は当時の大統領であった















　イヴァン・クルーゼンシュテルンИван Крузенштерн（1770 ～ 1846）
はエストニア出身のドイツ系ロシア海軍軍人である。20 代の頃はイギ
リス海軍で腕を磨いた国際肌の人物でロマノフ王朝皇帝アレクサンドル
1 世（在位 1801 ～ 1825）からの信任も厚かった。1803 年、皇帝と露米














1 世陛下の命令下、1803 年、1804 年、1805 年、1806 年にナジェージタ
とネヴァにより行った世界周航の記録 Reise um die Welt in den Jahren 1803 , 
1804 , 1805  und 1806  auf Befehl Seiner Kaiserliche Majestät Alexanders des Ersten 
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は『1803 年から 1807 年の世界旅行について Voyages and travels in various 













ぶ若宮丸の乗組員であった。1793 年 12 月に強風と荒波をうけて船が難
破し、半年に及ぶ漂流の後に船上で生き残った 16 人がアリューシャン
列島に漂着した。1795 年に先住民やロシア人の助けを得て、オホーツ










訳としての役割を期待された 1 人（善六）の計 5 人がナジェージダ号に
乗り込んだ。彼らはロシア側から日本側への善意友好の証として送還さ
れることになったが、対日交渉の材料とも目されていた。
　1804 年秋、レザノフは長崎で津太夫ら 4 人を引き渡し、幕府との通
商の可能性を探ったが、さきに述べたように半年も待たされた挙句に追
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 7 　 Edward Robarts, The Marquesan Journal of Edward Robarts 1797-1824 , Edited by Greg 






























































　ここで言及される「王」とはルイ 18 世（在位 1814 ～ 1824）のことで
ある。やはり頭から足先までに及ぶ全身の入れ墨が目を引いたようであ
 9 　 その一生は最近にわかに注目を集めている。以下の伝記がフランスで最近刊行
され、2020 年のフェミナ賞の栄誉に輝いたことが大きい。Christophe Granger, 
Joseph Kabris. Ou les possibilités d’une vie 1780-1822 , Anamosa, 2020, Paris.
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きたのが紀元 300 年頃である。西方約 3,500km のサモア諸島からやって






















































おいて島民は 5 万人から 10 万人はいたと推定されているが 17、1853 年








部の首長であったポマレ Pōmare 1 世（在位 1791 ～ 1803）はイギリス海軍
バウンティ Bounty号の反乱参加者などヨーロッパ人との接触を通じて武
器弾薬の入手にいち早く成功し、タヒチ全島の武力統一を成し遂げた。続
くポマレ 2世（在位 1803 ～ 1821）がロンドン伝道協会 London Missionary 
Societyの宣教師との交流を通じてキリスト教へ改宗したことで、タヒチ島
とその周辺のソシエテ諸島の王権統一とキリスト教化は同時進行した。
　しかし、ポマレ 4 世（在位 1827 ～ 1877）治下でイギリスとフランス
が互いを後ろ盾とするプロテスタントとカトリックの宗派対立に巻き込










人となっている。前掲フランス領ポリネシア統計局 Institut de la statistique de la Polynésie 
françaiseのweb公開データおよび “A propos des résultats statistiques du Recensement de 
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